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を利用 して凍結させることにより,それらのガラス状態を実現 し,それらについて くわし
い研究を行った｡その結果,従来 しばしば誤 り記 されていた過冷液体 とガラス状態の差違
を一層明確にするとともに,結晶のガラス状態 としての｢ガラス性結晶 (GlassyCryst-
al)｣,液晶のそれに対応する ｢ガラス性液晶 (glassy liquidcⅣstal)｣を発見す る
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とともに,通常なじみ深い過冷鞍体 より得 られるガラス状態 をこれらと区別するためガラ



















なかったものであり,我々はガラス状態 - 過冷液体 一 等軸氷 - 六方晶氷の過程をも
くわしく追跡 した｡ (i)ベロペンについて,これまでしられた最低温度 (55K)のガラス




することが出来た｡･(Ⅵ六方晶氷 (軽水および重水 )や水和物結晶においてプロ トンの緩
和的秩序化過程にもとづ く平衡状態から準安定平衡を仲介としないで,直接ガラス状態に
移行する新 しいガラス状態にうつる形式 を発見 した｡特に六方晶氷につレP,ては 1935年
来のP･aulingとGiauque の研究の一見相矛盾 した結果に対 して,新 しいデータを与える
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ガラス状態を作 る方法は色々あるが, よく知 られているものに,液体を急冷する方法があ
る｡ しかし実験的に,その速度 (cooling rate) に制限があって,今のところ全ての物
質がガラス状態になるかどうか分っていない｡高分子や共有結合している物質は比鞍的 ガ
ラス化 Lやすいが,アルゴン等の不活性気体や単純金属等のように,その構成粒子が丸い
形 をしたものについては,今までのところガラス化することに成功 していない.一体, こ
のような物質はそもそも原理的.にガラス化出来ないのだろうか｡それとも急冷速度に問題
があるだけなのであろうか｡ (現在の実験技術ではその速度は～108K/S｡｡以下であ
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